
ロンドン大学SOAS(東 洋 ・アフリカ研究学院)図 書館/

IALS(高 等司法研究所)図 書館 を利用 して

図書館司書の方々との想い出
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さ らに美術 部署 、電子 情報 の部署 もあ る)ご

とに割 り当て られ 、専 門 の ライブ ラ リア ンの

裁量 によって、書籍 の購入が なされている。

SOAS図 書館 で は、独 自の図書分類方法 を採

用 してお り、国 または地域 による分類 と主題(テ

ーマ)に よる分類 が ク ロスす る ようにな って

い る。 まず大 まか に、国 また は地域 に よって

フロアが決 め られ(た とえば 日本 とコ リアに

関す る文献 は、東 南 ア ジア諸 国 の文献 とと も

に主 に レベルBと レベルC(3階 と4階)に 存

在す る)、 日本語で書 かれた文献 の記号 はDと

な り、ハ ングルで書 かれた文献 はDKと なるが、

さらに朝 鮮民主 主義人民 共和 国の文献 はDKN、

大 韓民 国 の文 献 はDKSと な って いる。主 題別

の分類 は、 日本語 で書 かれ た ものは 日本 十進

法で分類 されてお り、一般000s、 哲 学100s、 歴

史200s、 社 会科学300s、 自然科学400s、 工 学500s、

工 業 ・商業600s、 美 術 ・音楽700s、 言 語800s、

文 学900sと な ってい る。 また、西 欧の言 語で

書か れた 日本 に関す る文 献 は、美術 ・音 楽 に

ついては同 じく700sで あ るが、地理 ・歴史は9㏄㎏、

自然科学 ・数学は500s、 言語4㏄ 后、宗教200s… …

な どDDC22で 分 類 を行 ってい る。 この よ うに、

まず 国/地 域 に分類 し、その 中で の図書分 類

方 法 はそれ ぞれの地 域 ご とに最 適 の分 類方 法

を採用 して いる。 ところが、 図書館 はすべ て

開架であ り(貴 重資料 室 をのぞ いて)、 かつ現

地 語で 書か れた文献 と西 欧語 で書 かれ た文 献

とをお な じ書 架 にな らべ る こ とが基本 方針 で

あるために、分類上 の苦労 がある とい う。

日本 関係 では アイヌ に関す る コ レクシ ョン

が有 名 であ り、 さ らに 日本 の府 県史 ・市史 が

非常 に よ く収 集 されて いる。 も し留 学 中に寂

し くなった ら、生 まれ育 った地 域 の市 史 を見

2005年4月 か ら2006年3月 末 まで近畿大 学

の援助 を受 けて、 ロン ドン大学SOAS(School

ofOrientalandAfdcanStudies)で 研 究に従事 し

た。留学期 間中 にほ とん ど日課 の よ うに通 っ

た場所 は、SOASの 図書館 、ロ ン ドン大学IALS

(lnstituteofAdvancedLegalStudies)図 書 館 、

ロン ドン大学本部(SenateHouse)図 書 館 、法

曹学 院の一 つである1㎜erTempleの 図書館 、そ

して国立公 文書館(NationalArchives)と 大 英

図書館(BritishLibrary)で あ る。 なん とい っ

て も想 い 出深い場 所 は留学先 で ある ロ ン ドン

大学 なので、SOASの 図 書館 とIALSの 図書館 の

話 を したい。

まずは、SOASか ら……SOASは ロンドン大

学連合のひとつで、大学本部のあるラッセル

スクエアに存する。その名のとお り、英国に

おけるアジア ・アフリカ研究の拠点であ り、

学部 と大学院でアジア ・アフリカのさまざま

な地域の言語教育、政治 ・経済研究、比較法

研究、美術 ・文学 ・歴史研究 などなど幅広 い

地域研究をおこなっている。 日本学科 ももち

ろんヨーロッパにおける日本研究者 にはよく

知 られた存在であり、図書館には非常に多 く

の日本関連蔵書がある。日本語で書かれた10

万冊の書籍を所蔵 し、また英語 をは じめ とす

る外 国語で書かれた日本 に関す る文献を4万

冊所蔵 している(SOAS全 体の蔵書数は100万

冊 を超 える)。 ヨーロッパでは最 も日本関係の

蔵書の多い大学のひとつである。 日本 ・コリ

ア部門の年間図書費 は、継続雑誌や美術関係

を除いて、4万 ポンド(私 が居 たころは約800

万円)で ある。地域研究の専門大学であるので、

図書費はそれぞれの部署(国 や地域別の部署、
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二度 の抗 議行 動が あ った、,ひ とつ は英国全 土

で起 きた大学 教員 の ス トで あったが 、 もうひ

とつはSOASの 図書館 で 日本 ・コ リアセ クシ ョ

ンと中国セ ク シ ョンの専 門 ラ イブラ リア ン2

名 を解雇 しようとす る経営 側 に反対 して の抗

議 行動 であ った,小 林氏 も剰 員解雇 の対 象 と

な り、実際 に=ケ 月間 の解雇 となったが 、教

授 と学 生 に よる抗議 行動 ・教授 たちに よる経

営 側 との交渉 によって 、二 ヵ月後 に復 職 した。

専 門 ラ イブラ リア ンの将 来 につい て、彼女 に

話 を聴 く機 会があった。

○ 林=日 本 の 大学 に勤務 す る者 にと って、専

門の ラ イブラ リア ンがサ ブジェ ク トご とに配

置 されてい る よ うな図書館 は夢 の よ うな存在

です。 英国 や米 国の ラ イブラ リア ンの状況 を

教 えて くだ さい.,

● 小林 氏:英 国 の大 学 では 、ラ イブ ラ リア ン

の もっている専門知識の必 要性 を認めなが らも、

コス ト面 を考 えて、 ラ イブラ リア ンを削 減す

る方 向の よ うです 。 ア メリカで は、図書館 の

ラ イブラ リア ンとなる には、MLSコ ー ス(日

本 の大 学院修i二課程 相 当)で 、決 め られた カ

リキ ュラ ムを履 修 して必 要単位 を取得 す る こ

とが義 務付 け られてい て、学 位 を取 得 して い

る こ とが雇用 される際 の条件 とな ります 。博

士 号取得 者 も多いア メ リカの方 はまだ状 況が

良い のか もしれ ませ んが 、英 国で は経営 の 合

理化 の中で 、非常 に苦 しい状 況が 未来 には待

ち受 けてい るか もしれ ませ ん。 とい うの は、

エ レ ク トロニ ック リ ソー ス(電 千資 料情報)

を扱 うラ イブ ラ リア ン を重視 し、 レフ ァレン

スやサ ブ ジェ ク トの ラ イブラ リア ンを軽視 す

る傾 向が見 られるか らです。

○実際に、昨年には解雇騒動 もあ りましたが……。

● あ の ときに感 じた こ とは、 学生 た ちや教授

た ちな ど実際 に図書館 を使 う人 々か らは もの

す ご く必要 とされてい るの かな 、 とい うこと

で した。 ま さか教授 た ちが あそ こ まで努 力 し

て守 って くれ る とは思 い ませ んで した。私 が

勤 め るか ど うか は ともか く、サ ブジ ェク トご

との 専門 ラ イブラ リア ンの ポ ジシ ョンを守 っ

に行って、子供のころを思い出す ことができる!

法 律 関係 につ い て も、法 令全 書 をは じめ 、立

法 過程 を調べ るための議 会記 録 ・委貝会 記録、

各省 の1ヨ誌 な どの 関係文 書 も充実 してい た。

なお、SOASの 図書館 は、美術関係 の コレクシ

ョンに力 を入れ てお り、予算 も書 架 も美術 部

署 と して別枠 にな ってい る。 と くに イン ド美

術 に関す る コレクシ ョンが有名であ る。

コヲニ真lSOASI}≧ 』智…F食官

さて、 このSOAS図 書 館 には、 日本 ・コリア

文献担 当 と して、 ラ イブ ラ リア ン小 林富 士子

氏 が1995年 か ら勤 務 して いる。彼女 は、ア メ

リカの インデ ィアナ大学 で 図書 館学 の修 上号

を取得 した専 門 の ライブ ラ リア ンであ る1,は

じめて大学 を訪れた ときに、ある教授 か ら 「ま

ず はFujikoに 会 い に行 くと良い」 といわれた。

別の教授 は 「彼 女がいない と研究がで きない」

とい うほど、学生や先生方か ら信頼 され てい る。

私 が 出席 した 日本研 究 のセ ミナー に彼 女 も出

席 してい た ことが あ る。 なぜ 、 この授 業 を聴

講す るのです か?と 聞 いた ところ、「学生 や研

究者 の興味関心の動向 を勉強す るために……」

とい う答 え,,彼 女はSOASに 勤 め始 めた12年 前

か ら現在 まで韓国語の勉 強を継続 しているなど、

常 に專門の ラ イブラ リア ン として勉 強 し続 け

てい る。そ の姿勢 に、仕 事 に対す る 自負 を感

じた。

さて、 この よ うに予 算 も潤 沢 にあ って 、セ

クシ ョンご とに専 門の ラ イブ ラリア ンを置 く

ような大学 も、 日本の 大学 と同様 に転換 期 に

あ るとみ える。留 学中 に大学経 営 をめ ぐって



の予算 は 、欧州 の大学 の 中では潤 沢 な方 だ け

れ ど も、 ア メ リカの有 名大学 にお け る 日本研

究 には、その10倍 の予算 がつ いてい る とい う。

知力 とは国力の ことか。

さて、私 にとって もう一 つ思 い出深 い場所 、

ロン ドン大学IALSの 図 書館 につい て もお話 し

したい。 この図書館 は、SOASと 同 じくラ ッセ

ルス クエ ア に存 し、 ロ ン ドン大学 の 中で、法

学系の 図書 ・雑 誌 を もっ とも豊富 に所 蔵 して

い る 。27万9000冊 の 図 書 と約3000種 類 の

現在刊行 されて いる雑誌 を所 蔵 してお り、エ

レク トロニ ック ・リ ソー ス も充実 している。

これ らが全 て法学 系の 図書 ・雑誌 であ る とい

うこ とを考 え る と、そ の種類 の豊富 さに感 動

する。

写真3二 法曹学院における試験の記録

(IALS図 書館所蔵)

私 は毎週水 曜 日に、 この 図書館 の書庫 に所

蔵 されている1nnsofCourt(法 曹 学院;ロ ン ド

ンにある弁護士(バ リス タ)の 自治組織であ り、

バ リス タの養 成 を行 な ってい る。現在 はロ ン

ドンに四つあ る。)の 入学記録 ・授業記録 ・試

験記録等 を閲覧す るために通 った。 〔写真3〕

書 庫 に所 蔵 され てい る資 料 は、 アーキ ビス ト

の ミズ ・ドォウソン(Ms.ElizabethDawson)

が 執 務 して い る閲覧室で 閲覧 をす る。重 々 し

い椅子 と大 きな木 の机。 重 い大 きな資料 をめ

くってお 目当ての 人物 を探 してい く。今 回の

研 究 目的 のひ とつ は、1870年 代 に来 日した英

国人バ リス タの英 国内で の経歴 ・活動 記録 を

ていかなければならないと思い ました。毎 日

毎日、もっともっと勉強 しなければならない

と思っています。学ばなければならないこと

は山のようにあ ります。

○外国研究 を行ってい くうえで、専門のライ

ブラリアンの働 きは本当に重要だと思います。

欧米の先進的な学問を支えているのは、そ う

いった研究に対する層の厚い支援ですよね。

ところで、学生数 も格段に増えていると思

いますが、日本学科の状況はどうですか?

●現在は1学 年 に約60名 の学生がいます。 日

本研究 に対する 「熱」は、経済分野の研究に

ついては弱 くなって きたのかもしれませんが、

日本の文化 を学びたい、日本語を本格的に学

びたいと思 う熱心な学生 たちは集 まってきて

い ます。英 国の大学 は三年制なのですが、

SOASは 四年間かけて卒業(う ち一年は日本の

大学に留学)し ます。バ ブル崩壊により、 日

本の財団や企業からの ファンドは減 り、厳 し

い状況です……。けれ ども、学生たちは実に

熱心に勉強 していますね。

写真2:SOAS図 書 館 閲覧 スペ ース

この後は、日本での留学受入先大学を見つ

ける苦労話から……先生方の噂話へ と移って

いきました(笑)。 小林氏は、 日本からのファ

ンドや寄贈による図書館支援について、本来

的にはロン ドン大学の問題であるとされたが、

私は海外 における日本研究の質と量 とを維持

してい くために、 日本からの図書の寄贈など

の積極的な支援が不可欠である、と思っている。

SOASの 日本関係図書に対する年間4万 ポンド



後 半で あろ うおば さまの 、茶 目っ気 のあ る物

言い とそのポ ッシュな しゃべ り方が好 きだ った。

写 真4:AlwingtonのSt.Andrew's教 会

写 真5カ ー ク ウ ッ ド家 の 土 地 台 帳 ・設 計 図 な ど

(NorthDevonLibraryandRecordOffice)

帰 国 日が迫 って きた2月 下旬 に、い つ もの

ように訪 ねる と、 「みつ けた わ よ、 たぶ ん」。

え え～ どうや って??実 は カー クウ ッ ドに

つ いて は、英国 の国立公 文書館 で も調べ 、 そ

この レフ ァレ ンス専 門職員 に もいろい ろ教 え

て頂 いて いたが 、収穫 は なか ったので 、半 ば

諦め てい たの だ。彼 女 は 自分 の時 間 を使 って

調 べ て くれて、 キ リス ト教系 団体 の イ ンター

ネ ッ トサ イ トにア ップ され てい るデー タベ ー

スか ら彼 の出生記 録 を見つ け出 した。私 はす

ぐに、その 団体 の図書館 へ行 き、資 料 の閲覧

と複写 をお願 い した。 ところが 、 カーク ウ ッ

ドの記 録が 載 ってい る と思 われ るマ イク ロフ

ィルムの巻 は、現在 アメリカにある とい う(そ

の団体の本部が アメ リカなので)。 もちろ ん、

その場 です ぐに手続 を したが 、 内心 は帰 国 日

調査 す る こ とと、おな じく明治 初期 に渡英 し

た日本人でバ リス タの資格 を取得 した人たち(た

とえば星 亨や穂 積 陳重)の 資料 を調査 す る こ

とであ った。彼 らの イ ンズ ・オブ ・コー トに

お け る試験 記録 な どを探す た めに通 ったの で

あ る。英 国人 バ リス タと して は、 と くに滞 日

期 間が三十年 に及 んだカー クウ ッ ド(William

MontagueHa㎜ettKirkwood,1850-1926)の 資

料収 集 に努め た。 カー ク ウッ ドは、 イ ンズ ・

オブ ・コー トにお いて筆記 試験 の受験 が必修

とな る直前 に弁 護士 資格 を取得 して いた ため、

ど うや らその試験 記 録が残 されてい ない らし

い とい うこ とが分 かった のであ るが 、その調

査 をしてい る過 程で 、彼 の出生記 録や 結婚記

録 な ど も取 り寄 せ たい と思 い始 め た。 これ ら

はむろんIALSに 所 蔵 されてい ない資 料で ある。

これ らの資料 を探 す 過程 で も、 ミズ ・ドォウ

ソ ンには本 当 にお世話 にな り、 いろ いろ なこ

とを教 えて頂 いた。彼 女の勤 務 日で ある毎週

水曜 日にIALSの 図 書館 へ行 き、5階 にあ る執

務室へ 直行 して、試験 記録 な どの資料 を閲 覧

しつ つ、 陰の 目的 一出生記録 な どの調査 方法

を教 えて もらう等 々一を果 た していた。

英 国におい ては、個人 の出生記録 は1850年

以 降であ れば、 ほ ぼ全 て 閲覧可 能で ある。従

って これ らは通常 、 とて も容 易 なの だ。私 も

他の バ リス タにつ いては難 な く探 す こ とがで

きた し、 カー ク ウ ッ ドの家族 につ い て もす ぐ

に見 つけ 出す こ とが で きた。 しか し、 どう し

て もカ ー クウ ッ ドの 出生地 と出生 日は見 つ け

るこ とが で きなか った。家族 の居住 してい た

地域(デ ボ ンシャー のBidefordと い う地 域 の

YeoValeと い う場所)の 教 区教会 〔写真4〕 へ

も行 き、彼 の家族 の墓 を見 つけ る ことはで き

たが、彼 に関す る情報 は何 もなかった。 ミズ ・

ドォウ ソンの助言 に従 い 、地 元 の資料館 もた

ずね 、そ こで カー クウ ッ ドの父親 の時代 の土

地台帳 や 家の設計 図 〔写真5〕 な ども見 つ け

たが 、彼 個 人の 出生 に関す る情報 は なか った。

ミズ ・ドォウ ソンは、「あ ら、不思議 、 また彼

は隠れたわねえ。 う～ん、Mr.か くれんぼ さん」

と、調査 が失敗 に終 わるた びに言 った。50代



励

に間 に合 うか どうか どき どき してい た。無事

に資料 入手 した とき、そ して その コ ピー を も

って ミズ ・ドォウソンの元 を訪れたときの喜び!

彼 女 は、定 年後 に第二 の仕事 と して 、 自分 の

家族 の ルー ッ ・歴 史 を調べ る人 び との手伝 い

を したい と思 ってい るので 、今 回の こ とは非

常 に よい勉 強 にな った、 と言 って くれ た。 イ

ギ リスで は現在 、 自分 の家族 の ルー ッ を調べ

るこ とが 大流行 していて 、国立公 文書館 を訪

れ る と、2階 の向か って右 側 の部屋 には定年

退職後 の 男女 と思 しき人 び とが大 勢い る。 家

族 のル ーッは 、 イン ター ネッ ト上 で もか な り

の程度 まで調べ るこ とがで き、一つの 「産業」

とな ってい るよ うで あ る。最 後 に、 カー クウ

ッ ドが 生 まれた 日 と場所 を記 して お きたい。

カー クウッ ドは1850年3月22日 に ウェールズ

のCamanheshire、Llandilofawrと い う場所 で、

父Jo㎞TownsendK脈wood(1814-1902,治 安 判

事)と 母EleauoraElizabethMorrisonHammett

Kirkwood(1820.1861)の も とに四男 と して生

まれた。

さて、 夕方5時 に図書館 を出て、 ロ ン ドン

大学 本部 の建物 を通 り抜 け、裏 門か ら大 英博

物館へ 入 り(ロ ン ドンの ほ とん どの博物 館 ・

美術館 には入館料が ないので)、 さっと展示物

を見 なが ら正 門へ 出て、正 門前 にあ る古 本屋

さんに立 ち寄 り、歴史書 を眺 める。Quintoと い

う、ChadngCrossRoadに 本 店の ある有名 な古

書店 で ある。地域研 究 や歴 史関係 の本 があ り、

地下 には児童書 な どもあった。Quintoを 出 て、

とて も高 いス ターバ ックスの コー ヒー(日 本

円 にす ると一杯500円 ぐらいになる)を 飲 みた

い なあ と思 って、 ときど き実現 す る。 この よ

うに して図書館 と司 書 さんた ちにお世話 にな

った留学生活であ った。



br


